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勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
と
い
う

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
で
し

ょ
う
か
。
実
は
今
盛
ん
に
強
調
さ

れ
て
い
る「
働
き
方
改
革
」の
中
で

も
、
努
力
目
標
と
し
て
制
度
導
入

が
推
奨
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
一
日
の
仕
事
が
終

了
後
、
例
え
ば
11
時
間
以
上
の
休

息
時
間
を
確
保
し
、
翌
日
の
仕
事

を
開
始
す
る
時
間
を
遅
ら
せ
る
な

ど
の
仕
組
み
を

い
い
ま
す
。

な
ぜ
こ
れ
を

解
説
す
る
の
か

と
い
う
と
、
た

て
つ
づ
け
に
受

け
た
労
働
相
談
の
勤
務
実
態
が
、

休
息
時
間
が
短
い
連
続
勤
務
だ
っ

た
か
ら
で
す
。
例
え
ば
あ
る
会
社

で
は
、
午
後
10
時
か
ら
翌
日
5
時

ま
で
現
場
作
業
の
後
、
会
社
の
作

業
場
で
8
時
か
ら
夕
方
4
時
ま
で

準
備
作
業
。
そ
の
ま
ま
午
後
10
時

か
ら
翌
日
5
時
ま
で
現
場
作
業
を

行
な
う
と
い
う
こ
と
が
頻
繁
に
あ

っ
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
労
働

者
は
働
き
続
け
ら
れ
な
く
な
り
、

長
時
間
労
働
に
対
す
る
未
払
賃
金

と
、
働
け
な
く
な
っ
た
こ
と
に
対

す
る
慰
謝
料
・
損
害
賠
償
を
申
し

立
て
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度

は
、
労
働
者
の
生
活
時
間
や
睡
眠

時
間
を
適
正
に
確
保
す
る
た
め
に

推
奨
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
労

働
時
間
や
睡
眠
時
間
に
関
す
る
様

々
な
調
査
か
ら
、
長
時
間
労
働
・

睡
眠
不
足
が
、
心
臓
疾
患
や
脳
血

管
疾
患
、
さ
ら
に
精
神
疾
患
の
発

症
リ
ス
ク
を
も
高
め
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。

先
の
事
例
で

は
、
睡
眠
時
間
が

細
切
れ
に
し
か
確

保
さ
れ
ず
、
十
分

な
休
息
時
間
が
確
保
さ
れ
な
か
っ

た
た
め
に
労
働
者
が
体
調
不
全
に

陥
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。ま
た
、

賃
金
制
度
も
8
時
間
を
超
え
る
労

働
時
間
に
対
し
て
割
増
補
償
を
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
夜
勤
と
日

勤
が
数
日
に
渡
り
連
続
す
る
勤
務

形
態
が
、
業
種
の
特
性
上
や
む
を

得
な
い
面
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
労
働
者
の
健
康
へ
の
配

慮
が
あ
れ
ば
紛
争
に
至
ら
な
か
っ

た
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
バ
ル
等
と
難
し
い
言

葉
を
使
わ
ず
と
も
、
労
働
者
が
健

康
で
働
き
続
け
ら
れ
る
労
働
環
境

作
り
が
求
め
ら
れ
る
所
以
で
す
。

特
定
社
会
保
険
労
務
士上

野

仁

上野さん

東
京
都
主
催
の
「
も
の
づ
く
り

・
匠
の
技
の
祭
典
2
0
1
9
」

が
、
7
月
25
日
か
ら
27
日
ま
で
の

3
日
間
、
五
反
田
の
Ｔ
Ｏ
Ｃ
展
示

会
場
に
て
開
催
さ
れ
、
の
べ
3
万

人
も
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

今
回
は
サ
ポ
ー
タ
ー
に
Ｋ
‐
1

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｘ
元
世
界
王

者
の
魔
裟
斗
さ
ん
が
就
任
。
某
Ｔ

Ｖ
番
組
で
上
達
し
た
建
築
関
係
の

仕
事
の
腕
を
活
か
し
、
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
で
様
々
な
も
の
づ
く
り

の
技
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

住
の
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
、
東

京
都
連
の
仕
事
対
策
部
が
木
工
教

室
を
担
当
し
、
技
術
対
策
部
が
伝

統
的
日
本
家
屋
の
造
作
実
演
を
披

露
し
た
ほ
か
、
鉋
（
か
ん
な
）
削

り
や
鋸
（
の
こ
）
引
き
体
験
も
行

な
い
、
親
子
連
れ
を
中
心
と
し
た

来
場
者
に
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

27
日
に
は
、
魔
裟
斗
さ
ん
が
建

築
大
工
の
原
点
「
蟻
掛
け
」
に
挑

戦
。
東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
で
指
導

員
を
務
め
る
片
岡
茂
樹
さ
ん
（
葛

飾
）、
古
川
正
則
さ
ん（
中
野
）、

千
葉
幸
大
さ
ん
（
小
金
井
国
分

寺
）
、
韮
澤
健
太
さ
ん
（
目
黒
）

の
4
人
が
参
加
。
片
岡
さ
ん
の
指

導
に
よ
り
、
「
魔
裟
斗
＆
古
川
チ

ー
ム
vs.
千
葉
＆
韮
澤
チ
ー
ム
」が

出
来
栄
え
を
競
い
あ
い
ま
し
た
。

苦
戦
す
る
も

健
闘
見
せ
る

蟻
掛
け
と
い
う
の
は
、
片
方
の

木
材
の
先
端
に
蟻
枘（
あ
り
ほ
ぞ
）

を
作
り
、
他
方
の
木
材
に
作
っ
た

蟻
穴
に
は
め
込
む
建
築
の
基
礎
的

な
仕
口
の
こ
と
。
片
岡
さ
ん
は
、

単
純
な
も
の
だ
け
ど
ち
ゃ
ん
と
作

る
の
は
難
し
い
、
と
話
し
ま
す
。

以
前
番
組
で
経
験
は
あ
る
が
そ

の
時
は
電
動
鋸
だ
っ
た
、
と
職
人

姿
で
登
場
し
た
魔
裟
斗
さ
ん
。
鋸

を
ま
っ
す
ぐ
引
い
て
、
上
手
に
蟻

枘
作
り
を
開
始
。
し
か
し
途
中
か

ら
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
い
か
ず

苦
戦
。
職
人
チ
ー
ム
が
す
で
に
完

成
す
る
な
か
、
鑿
（
の
み
）
で
曲

が
っ
た
部
分
を
修
正
し
、
な
ん
と

か
終
了
。
少
し
隙
間
の
あ
る
仕
上

が
り
で
し
た
が
、
そ
の
健
闘
ぶ
り

に
、
観
客
か
ら
は
両
チ
ー
ム
に
惜

し
み
な
い
拍
手
が
贈
ら
れ
、
結
果

は
引
き
分
け
と
な
り
ま
し
た
。

片岡さん指導のもと鋸を引く魔裟斗さん

【
作
業
主
任
者
】

足
場
9
月
17
日
〜
18
日
（
火
水
）

池
袋
、
1
万
1
千
円

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
10
月
29
日
〜
30

日
（
火
水
）
池
袋
、
1
万
1
千
円

有
機
溶
剤
（
塗
料
・
シ
ン
ナ
ー
に

含
有
の
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
や
塗
料

剥
離
剤
の
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
で
も

必
要
に
）
9
月
18
日
〜
19
日
（
水

木
）
池
袋
、
1
万
1
千
円

【
特
別
教
育
な
ど
】

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
①
9
月

10
日
〜
11
日
（
火
水
）
池
袋
、
②

10
月
9
日
〜
10
日（
水
木
）池
袋
、

1
万
4
千
円

足
場
①
10
月
1
日
（
火
）
池
袋
、

②
11
月
6
日（
水
）池
袋
、
7
千
円

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
10
月
9
日
（
水
）

池
袋
、
8
千
円

低
圧
電
気
10
月
1
日（
火
）池
袋
、

7
5
0
0
円

ロ
ー
プ
高
所
作
業
10
月
17
日（
木
）

池
袋
、
7
5
0
0
円

【
建
設
機
械
】

玉
掛
①
9
月
20
日
〜
22
日
（
金
土

日
）
西
多
摩
支
部
会
館
、
②
10
月

25
日
〜
27
日
（
金
土
日
）
村
山
大

和
支
部
会
館
、
2
万
1
千
円

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
9
月
25
日

〜
27
日
（
水
木
金
）
池
袋
（
実
技

は
板
橋
）
、
3
万
2
千
円

小
型
車
両
系
建
設
機
械（
整
地
等
）

特
別
教
育
（
機
体
重
量
3
ト
ン
未

満
の
整
地
・
掘
削
機
械
の
運
転
）

10
月
2
日
と
3
日
（
水
・
木
）
池

袋
（
実
技
は
板
橋
）
、
1
万
5
千

円ロ
ー
ラ
ー
（
締
固
め
用
車
両
の
運

転
）
10
月
1
日
と
4
日
（
火
・
金
）

池
袋
、
1
万
5
千
円

【
建
築
士
講
習
】
（
東
京
土
建
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
）

建
築
士
定
期
講
習
①
9
月
10
日

（
火
）
池
袋
、
②
10
月
10
日
（
木
）

池
袋
、
1
万
円

管
理
建
築
士
講
習
（
建
築
士
事
務

所
で
管
理
建
築
士
と
な
る
予
定
・

将
来
見
込
の
方
）
10
月
16
日
（
水
）

池
袋
、
1
万
2
千
円

【
本
部
・
高
見
京
子
記
】
労
働
安

全
衛
生
規
則
が
改
正
さ
れ
2
0
2

2
年
1
月
2
日
か
ら
、
高
所
作
業

の
際
は
新
規
格
の
墜
落
制
止
用
器

具（
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
）の

装
着
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

特
別
教
育
講
習
会
が
各
支
部
で

取
り
組
ま
れ
、
墜
落
制
止
用
器
具

が
必
要
と
い
う
方
が
増
え
て
い
ま

す
。東
京
土
建
は
、3
Ｍ
ジ
ャ
パ
ン

㈱
と
交
渉
し
組
合
員
特
別
価
格
で

販
売
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

購
入
の
申
し
込
み
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

又
は
電
話
で
フ
ヨ
ー
㈱
（
販
売
代

理
店
）
に
申
し
込
ん
で
、
振
り
込

み
を
し
、
入
金
確
認
が
さ
れ
た
ら

フ
ヨ
ー
㈱
か
ら
納
期
の
案
内
が
さ

れ
た
後
、
納
品
と
な
り
ま
す
（
入

金
さ
れ
て
か
ら
2
週
間
〜
1
カ
月

の
納
品
が
目
安
で
す
）
。
支
部
事

務
所
に
申
込
書
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

納
品
後
の
サ
イ
ズ
交
換
及
び
返

品
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
購
入
申

込
書
の
右
上
に
あ
る
サ
イ
ズ
確
認

表
を
確
認
し
た
上
で
の
注
文
を
お

願
い
し
ま
す
。

東
京
土
建
組
合
員
へ
の
特
別
価

格
販
売
で
す
。
組
合
員
以
外
の
方

は
注
文
出
来
ま
せ
ん
。
支
部
別
発

注
状
況
の
確
認
も
行
な
い
ま
す
の

で
、
注
文
の
際
に
は
支
部
名
・
分

会
名
も
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
墜
落
制
止
用
器
具

を
購
入
さ
れ
た
方
に
「
ど
け
ん
共

済
会
の
支
援
事
業
」
と
し
て
補
助

金
を
支
給
し
ま
す
の
で
、
併
せ
て

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

防
水
工
、シ
ー
ル（
正
規
・
短
期
・
請
負
）

蒲
原
薫
弥
（
西
東
京
支
部
）

☎
0
8
0
―
4
3
3
5
―
8
6
7
6

防
水
工
職
人
（
正
規
）

㈱
髙
清
（
板
橋
支
部
）

☎
6
7
5
1
―
5
6
5
0

大
工
（
正
規
・
短
期
）

㈱
ア
イ
工
務
店
（
板
橋
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
5
3
8
―
7
7
4
9

外
構
工
事
（
請
負
）

㈱
ア
ウ
ト
ワ
ー
ド
（
世
田
谷
支
部
）

☎
0
7
0
―
1
2
8
8
―
2
6
2
2

内
装
工
（
正
規
）

㈱
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ

Ｒ
Ｂ
（
中
野
支
部
）

☎
0
9
0
―
6
7
9
7
―
8
3
9
9

建
材
の
販
売
、
配
達
（
正
規
）

㈱
重
田
商
店
（
中
野
支
部
）

☎
3
3
8
1
―
9
1
9
2

シ
ー
リ
ン
グ
工
（
正
規
）

㈱
マ
ル
ナ
ガ
（
中
野
支
部
）

☎
0
9
0
―
9
6
8
3
―
7
1
0
2

解
体
工
（
正
規
）

守
谷
解
体
（
清
瀬
久
留
米
支
部
）

☎
0
9
0
―
1
9
9
0
―
5
8
9
8

板
金
工
（
正
規
）

㈱
古
沢
板
金
工
業
（
文
京
支
部
）

☎
3
8
1
1
―
6
9
3
8

と
び
、
土
工
、
鍛
冶
工
（
正
規
）

㈲
イ
ン
マ
仮
設
工
業
（
江
戸
川
支
部
）

☎
5
6
0
7
―
8
9
5
1

電
気
工
事
士
2
種
、
工
事
担
任
者（
正
規
）

未
来
工
房
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
7
8
2
2
―
0
7
2
2

内
装
ボ
ー
ド
工
（
正
規
）

㈱
聖
優
建
工
（
西
東
京
支
部
）

☎
0
9
0
―
2
4
8
9
―
2
6
5
8

大
工
、外
構
工
事
、
電
気
工
事
（
請
負
）

㈲
伊
藤
工
務
店
（
小
金
井
国
分
寺
支
部
）

☎
0
4
2
―
3
2
2
―
0
0
2
1

配
管
工
（
正
規
・
短
期
）

㈱
ア
ッ
ク
ア
設
備
（
葛
飾
支
部
）

☎
3
6
9
4
―
0
2
2
1

タ
イ
ル
工
、
左
官
工
（
正
規
）

㈱
梅
木
組
（
葛
飾
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
5
7
6
―
7
3
6
4

施
工
管
理
・
積
算
見
積
り
（
正
規
）

大
光
㈱
（
葛
飾
支
部
）

☎
3
8
8
8
―
7
7
0
1

鉄
骨
と
び
、
足
場
と
び
（
正
規
）

㈱
熊
坂
組
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
8
5
1
2
―
5
2
6
1

と
び
工
（
正
規
）

㈲
建
栄
工
業
（
墨
田
支
部
）

☎
3
6
1
1
―
5
3
0
2

大
工
（
短
期
）

白
石
建
設
㈲
（
小
平
東
村
山
支
部
）

☎
0
4
2
―
3
9
3
―
1
3
0
5

Ｌ
Ｇ
Ｓ
＋
ボ
ー
ド
（
正
規
）

㈱
す
が
わ
ら
内
装
（
江
戸
川
支
部
）

☎
0
9
0
―
5
1
9
3
―
0
9
8
3

と
び
、
鉄
骨
工
（
正
規
）

㈲
ひ
ろ
建
（
足
立
支
部
）

☎
3
8
9
6
―
5
8
1
0

塗
装
工
（
正
規
・
短
期
・
請
負
）

豊
島
塗
装
（
板
橋
支
部
）

☎
0
9
0
―
8
8
4
1
―
9
3
1
8

匠の技の祭典

原
点「
蟻
掛
け
」に
挑
む

求

職

求

職

44

求

人

求

人

勤
務
間
に
イ
ン
タ
ー
バ
ル

睡
眠
確
保
し
て
安
心
な
職
場
に

Ｋ
―
１
元
王
者
・
魔
裟
斗
参
戦

Ｋ
―
１
元
王
者
・
魔
裟
斗
参
戦


